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の書は大きく 3 期に分けられ、第 1 期は米庵に師事した 17–22 歳、第 2 期は 26













	 まず虞法で書かれた書の中から、40 代の書風の異なる 2点と、50 代に版行し
た『真書千字文』、中風に罹った後の『大統歌』の計 4点を比較し、最も書技が
熟達した時期は 50 代であろうとの知見を得た。これにより第 2期を書法の練度
により前後に分け、凡そ 26 歳-40 代前半を第 2 期前期、40 代後半-58 歳までを
第 2期後期と区分した。	 
	 また成斎の虞法は、凡そ孔子廟堂碑に基づくと解せられ、基本点画や結構法
においては、沢田東江〈1732-1796〉や高橋泥舟〈1835-1903〉らよりも完成度
が高いと捉えられた。成斎特有の個性を生かしつつ、古典を自身の書へと昇華
させる倣書の手法が、当代において徹底してなされていたことは特筆すべきで
あると考えられた。	 
第５章	 小島成斎の用印	 
本章では、成斎の用印について言及した。印の総数と個々の印の使用時期・
回数を明らかにすることにより、真偽の鑑定や無紀年作品の年代推定の基準と
なり得ることが確認出来た。また署名の上に押印するという、現在ではあまり
用いない押印法が見られるため、典拠を考察し、古典に則る各体の書と同様に、
私印が用いられる初期の頃とされる宋元代の様式に従ったものであろうとの確
証を得た。	 
	 最後に、本稿での考察結果に基づき、無紀年の楷書作品「胸中有書」（『江戸
の書』所載、2010 年）の揮毫年代の推定を試みた。書風、印、詩句の内容等を
検討した結果、書法が最も熟達した第 2 期後期の書であろうと捉えられ、成斎
作品中における代表作の一点とされるべきものと認めた。	 
結	 総括と今後の課題	 
	 小島成斎の書は、市河米庵門下で書法の基盤を確立し、その後開成石経や孔
子廟堂碑を主とした中国の古典的な学書へと移行し、狩谷棭斎より説文学や考
証学をも享受することで独自の書を形成しており、その完成度は 40 代後半-58
歳頃が最も高いと言える。書論による従来の書学に加え、文字学の成果を制作
へと応用したことは、学芸一体の書を実現したものとして日本書道史上に位置
付けられ、中国書法の理解と実践において意義が認められた。教育者としても、
学問的見地により釈文に校定を加え、社会へ提供した業績は大きく、優秀な門
人を輩出した成果と共に、高く評価されてよいことを述べて結びとした。	 
